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Ⅰ．は じ め に
「絵画の場合」展は１０年目にして最終章を迎えた。し
かし「いま，絵画は」と問うことについても，その役割
を終えたといえるだろうか。
「絵画の場合２０１２―最終章―」展議論編（以後「最終
章」，「議論編」とする）では，絵画についての対話に加
え，これまでの企画を振り返る意味でゲスト・スピー
カーに第２回展（２００５年）の議論とその後の「絵画の場
合」展の方向性に多大な示唆を与えたキュレイターであ
る穂積利明を迎えての，レクチャーも行われた。穂積は
同展第２回展において「作家数にしても展覧会の開催数
にしても動員にしてもメディアの露出度にしても絵画は
質においても量においても主役の座にあるのに，なぜあ
えていま絵画について論じるのか」という疑問を強く投
げかけていた。参加作家たちはそれぞれの解決を探ると
いうかたちを経て，これまで「残された隘路を縫うよう
に」その可能性が追求されてきた一面もあり，現在にお
いてもその問いは印象的なものであった。１
確かに，２０００年代における世界的な芸術の展開は絵画
を中心に動いてきたと考える企画者もおり，アートフェ
アにおいては絵画は圧倒的中心を占め，芸術祭において
も画家が中心的存在となっているものがみられ，制度的
に恵まれた媒体である。
その一方，絵画は他のメディアアート作品の媒体ほど
目新しさや成長性が目覚ましいわけではない，古典とひ
と続きの媒体であって，日本では漫画やアニメやゲーム
ほどメジャーなカルチャーではない。経済成長に陰りが
さし，いまや新しいことは必ずしも寿がれることではな
くなってしまった。また，成長期に構築された制度が緩
やかに，あるいは震災を機に解き廃されてゆくなかにお
いては，絵画をまなざす視覚の制度を問い直すことの手
ごたえも薄くなりつつある。
それでも，このような時代だからこそ，ファインアー
トにおいて質量ともに主役であるこの媒体には，読み直
しとアップデートが必要な論点がたえず現れる。「絵画
とは」という厚みのある問題について問うならば，私た
ちは，いま，ここを手がかりに問い続けることしかでき
ないのかもしれない。いまの地点から眺める絵画史の
アーカイブは読み直すたび異なり，参加を重ねる作家に
ついても過去と異なる文脈の相貌が浮かび上がってき
た。
Ⅱ．「絵画の場合展２０１２―最終章―」展示作
品について
１．絵画のジャンルについて考えることの限界と可能性
「最終章」の議論編は，インスタレーションからス
タートし絵画に至った末次弘明の言葉が端緒となった。
「絵画について考えるとは，絵画以外について考えると
いうことではないか」。ほかにも「絵画という意識で制
作しなくなった」という渋谷俊彦や「ただ線を引いてい
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図２ 谷口明志《線》，２０１２年
るだけで絵画にはこだわらない」という谷口明志など，
絵画ジャンルにこだわること自体に疑問を持つ作家がい
た。インスタレーションへ向かう作家にとっては「絵画
らしい」絵画の奥行やジャンル論は一旦，括弧に入れる
必要があるが，絵画から派生したインスタレーションに
は独自の視覚性が拭いきれずに感じられ，画布の縁から
踏み出してインスタレーションの側から絵画性を考えさ
せられた。
「最終章」で講演を行った林道郎は，著書で以下のよ
うに絵画の可能性を論じている。
「モダニズムにおけるその他ジャンルとの比較から導
き出された絵画観は，その一つの可能性にすぎない。
ジャンルとかミディアムという以前に，絵画は，もっと
原理的な次元で人間的な感覚や想像力や思考のモデルと
しての可能性を包み込んでいるように見える。ことに，
“絵画が死んだ”というセリフが何度となく繰り返され
た前世紀以前の“絵画”の歴史の中で，ますます，その
ような原理的な可能性が“死なない絵画”を通じて剥き
出しにされているように感じられる。」２
この言葉は議論の中でも示唆的に働き，矩形絵画の可
能性の追求か，あるいは空間への展開かということがあ
りながらも，それを超えた次元で絵画を論じてゆく手が
かりとなった。
２．絵画とインスタレーションの間で考える―絵画性
の先鋭化
色彩の反射光／色影のみで空間に色を添える澁谷俊彦
の作品は，光の空間造形でも特異な試みだろう。鮮やか
な蛍光色が設地部や頂点のエッジが死角に塗られてピン
クやイエローの影を落とし，色光を拡散し，大気中の色
彩を受けとめる白の支持体。マケットのように質感の軽
い，そのホワイトベース／サーフェイスは，風に揺れる
茎やきのこの笠，円や矩形のパレットといったかたち
で，夏のアースカラーには鮮やかに浮かび，冬の雪には
空気のように場に溶け込んで，色影を照り返す。雲間か
ら差し込む自然光がうつろうに従い呼吸する色彩は，公
共社会へと彩りの枠組を広げ，自然がその社会を包みこ
んでいたことへ目を開かせる道しるべとなった。
谷口明志の作品は，展示設営する作業自体が描線を空
間へ走らせる行為となっている。シェイプド・プレート
の細板が走る黒いベースラインとその懐に描き起こした
ドローイングの空間が抜きつ抜かれる枠組の疾走感のな
かで，白線に沿って波立つように奥行が生じてゆく。な
らば絵画性を湛えているといえるだろうか。画布の深み
にはまらず，彫刻分野からも考えられた空間ドローイン
グが含む線的要素の問題を，描く側から解きほぐした。
円のベースラインは様々に見立てられる。外からは銀河
系に見えるものが内に入れば地平線に転じ，近づいて触
視すれば内奥と同時に立体へ開かれて，キュビスムの多
視点へと解かれるような束であった。
彩り描くとは何か―いっそう純化された形でその問い
を持続するために矩形の外へと枠組みを伸ばし拡げ，先
鋭化された色彩や描線は，空間と切り結ばれて「絵画」
を装う以上に絵画性を捉えた。
３．アイコンの肌理
インスタレーションと絵画の両方を制作する参加作家
は，絵画領域のモノや様式を絶妙に料理し繰り出した。
武田の作品は，スウィートな香りのモチーフをあつめ
て手芸的とも取れる手際でつくり込むのと同時に，パン
キッシュに解き壊しゆく営みのなかで，なめらかなアク
リル・ジェルメディウムの表面が，ものの気配を濃厚に
漂わせる。甘く，どこか侘しい解体の余韻を纏うのは，
公募展を飾るような大作，あるいは抽象表現主義のス図１ 澁谷俊彦《The Inside and The Outside》，２０１２年
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ケールで描かれたポートレートシリーズ。愛憎を込めて
定義と解体を往還するパッケージは，この展覧会の終幕
をも織り込んだ。
西田卓司は緻密に色を配しては表面を削る仕上げを繰
り返す引き算の手法によって奥行空間を作ってゆくのだ
が，この丹念な手業を，ポップなアイコンのイメージを
流用することに惜しみなく捧げきってきた。自然のなか
に唐突に現れる人工物に惹かれる西田は，ビビッドに波
立つマルチ・ストライプの平面に，奥へと沈みこむ黒の
テクスチャーのドットを盛り，現代美術やＳＦ映画のヒ
ロイックなアイコンを投影した。イメージを名指してヒ
ントを与えるタイトルもキャッチーに，絵画様式を遊び
倒す偏愛すべき作品である。
二人には，手業（art）をアイロニカルなコンセプトに
尽くしきる芸術（Art）というある意味で正統派な作法
を操作し，絵画に抗して悔いなしの姿勢がみて取れる。
インスタレーションからドローイング，ペインティン
グと展開してきた末次弘明は，ローキャンバスにフラッ
トに塗られたブルーのフォルムが潔く，具体的なものは
描かれていないように見えるが，実在の風景をそれと判
らなくなるまで簡潔に抽象化した昭和初期の北海道洋画
のなかでも盛んにとりあげられた，いわば北海道近代洋
画のアイコンともいえる風土３を扱った。また，その手
法はモンドリアンや花田和治を想起させる。しかし展示
空間にミニマルに配置されたブルーで鑑賞者の眼を一挙
に捉えながら，どこか解せない絵であり続けた末，唐突
に意味が了解されるという，彼の作品で経験される時間
の緩急には「冷たい抽象」の系譜に留まらない美意識が
表れる。
アイコンを扱う作家には「いかに」描くか，とりわ
け，どのような肌理・解像度で処理してゆくかというと
ころに造形的な関心が見られ，印象絵画以降の近代絵画
と北海道近代洋画の要素をも操作して現代のものに推し
進めているともいえるだろう。
４．名指しと眼差し
具体的なモチーフを使わず，流動するエネルギーや捉
図６ 林亨《心を浮かべて》，２０１２年図４ 西田卓司《センテンス（超次元フレーム）》，２０１２年
図３ 武田浩志«portrait １２１》，２０１２年 図５ 末次弘明《Untitled》，２０１２年
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図８ 大井敏恭《家族の肖像》，《HOKUSAI》，《AND WOMAN》，
《MARCEL PROUST》，《ANTNIO NEGRI》，《DIRECTOR
CHAIR》，２０１１年
えがたい気配を和紙やキャンバスのカラーフィールドに
落とし込んできた林亨も，具体的な風景と抽象的身体の
間を往還し，名指すものとまなざすことの裂け目に触れ
た。闇に沈む風景の前面を跳ねる蛍光筆触は，水辺を漂
う蛍のようにも，めまいと共に視界にあらわれる光の点
斑をなぞったようにも見える。遠景と表面が混じり合っ
て把捉されるぎりぎりまで途切れ，微睡みから緩やかに
目覚めるように焦点を結び現実となる。複層の描写を一
つの流れへと繋ぐ視覚への信頼がある。
今回は，アイコンを積極的に使用する作家の参加もあ
り，絵画が「イラスト」と接近することへの忌避感につ
いても論じられると同時に可能性も提案された。物語る
ようなイメージを避けてきた作家も具体的なイメージを
描いたが，３．１１以降の状況の中で，言葉の不自由さや
語り得ないことが増え，記憶やイメージを捉えることと
まなざすことの狭間の世界が再び見えてきたといえるの
ではないだろうか。
５．絵画の時間性／解釈を織り込んでゆく絵画
小林麻美は，日常を覗くような風景が前景に揺らぐ
フェンスの多孔質な幕／膜が惹起するめまいを伴い，こ
ちら側にいる私たちも画面へ跳躍し吸い込まれるような
油彩を描いてきた。今まで「インフィニティ・ネッツ
（無限の網）」４は，見る身体の画面への映り込みでもあ
り，まなざされる世界を映す絵画（鏡）の皮膚として前
景におろされていた。その多孔質の網を持つ，ドレスの
柄を通して風景を覗き，風景を透かす女性の顔と向かい
合うとき，鏡は反転して「私たちのほうが感覚する衣服
にすぎないのかも知れない」という疑念にまで至る。世
界を映しつつある一枚の感覚器をたぐればドレープ奥の
何処かへ繋がるような，吸引力が具現化した。
大井敏恭は「絵画は一瞥で捉えられるわけではない」
と子供が床にチョークで描くように画布を敷き，記憶を
旅するような時間をドローイングに編み，描く道のりの
中で新たに見えてくる着想を制作中の絵画に捉えながら
制作をすすめる。カメラマンであった父の写真から描き
起こしたイメージの重なりは，淡白な筆致ながらも熱い
記憶を含み興味をかきたてられる。ごく私的な作品なが
らも素朴な筆致は心に残り，絵画と同じ光景に出会うと
き，そのイメージが童話のような普遍性で現実の体験に
繋がりフラッシュバックする。
大井はまた，時間性について「絵画は一瞬で捉えられ
るともいえるが，しかし時間を織り込める」と指摘して
いる。これらの作品においては，自作を解釈し，制作時
間の中で新たに想起された記憶を画布に織り込みながら
描く，重層的に開かれたテキストとしての絵画の可能性
が提示された。
６．若手における純粋絵画の発見
また議論編では「なぜ今，若手からこんな純粋抽象の
作品が出るのか」という言葉も語られた。抽象絵画は新
しいものとして展開し，同じ言葉で絵画を語りながら上
の世代の作家とは意味が異なっており，議論はすれ違い
と出会いを重ねた。
山本雄基の作品は，カラフルなパターンが一瞥でも印
象的なアクリル絵画だが，見ることに没頭することでか
たちが発見され，見いだされたかたちが新たなかたちを
呼ぶドット作品は，私的な視覚経験を掘り下げて共通感
覚の地平へ至る喜びに溢れる。視覚で開かれる絵画の仕
掛けをアップデートするのは，半透明フィルム状の平面
として色面の間に差し挟まれたアクリルメディウム層で
ある。議論のなかでは積層を重ねていくことで物体とし
ての厚みを持ちつつ，柔らかに透ける奥行重ねる空気遠
近法的としてジェルメディウムの性質が指摘された。
「スーパーフラット」な色面構成のなかにレリーフや表図７ 小林麻美《私の輪郭線》，２０１１年
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図９ 山本雄基《４０ピースのつながり》，２０１２年
図１０ 笠見康大《支える構造（life vest）》，《支える構造（健忘
症）》，２０１２年
現主義のような実空間上のおうとつを封入し，アニメ的
なポピュラーアートへと軽やかに反転させ，構成美がヤ
ヌス（双頭神）的な性格を帯びることを可能にする，彼
自身の言葉では「魔法をかける」力を持った，半透明の
薄い幕間／断層だろう。
笠見康大は，小林と同様，自分と世界の接触面として
の画面に着目して描くが，その作品は異なり，より直接
的な身体表現となっている。巨大な薄塗りストロークが
瑞々しいシュプールを描いて引かれ，それを荒く斜線で
消すハッチングが，奥行を仄めかす影に転じ，青緑や紫
の小平面を形成しては手前／奥へと浮き沈みし，衝突と
平衡を重ねて波立っている。衝突面は飛沫を滲ませ，火
花が散らすような拮抗のヴィジョンを湛える。笠見に
とって「現実と内面の狭間の未決定領域」であるという
画布にイメージが生成する瞬間を探し，筆触による作為
と即興を繰り返しては確かめ，画面をしなやかな強度を
持つ場に編み上げた。
７．なぜ再び絵画なのか
なぜ再び絵画なのか。絵画なしには体験することがで
きない視覚の現実があるからだろう。
私たちにとって視覚が重要なのは，私たちが自分の存
在や周囲に起こる出来事を捉えるには感覚による実感が
必要であり，それが具体的には視覚経験である場合が多
いからである。それはすなわち「我想う，ゆえに我あ
り」という以上に「我見る，ゆえに我あり」ということ
である。しかし，日常の視覚経験は直接に共有されな
い。視界を浸しながらも意識をすりぬけてゆく日常経験
を手でかたちづくってモノとして実在させる過程におい
て，より純化したのが絵画である。絵画経験もそれを見
る眼のうちにしか存在しないが，日常経験より研ぎ澄ま
されて明確に語られたものである。笠見康大が「不可視
なものを可視化したい。知らないものを知りたいという
純粋な欲求で描く」と議論編で主張したような人間性へ
の興味は尽きず，絵画は更新されながらも交換はされえ
ない文化として人間性と繋がっていくのだろう。
Ⅲ．結び―．画家をとりまく議論
これまでの「絵画の場合」展では，参加作家の絵画を
インスタレーションの発生やミニマリズム，ポストモダ
ンといった現代美術史に結びつけて考えることもあった
が，この企画を始めた林亨は和紙や墨のストローク日本
的要素と非定型なものをまなざす視覚への関心，澁谷俊
彦は北海道の自然に視線を導き，大井敏恭は日米の風景
や心象を構成し，そうした作品を梁井朗は北海道に基盤
を据えた書き手ならではの目線で書くという具合に，作
品は同時代性を捉えながら，同時に個人の思考や場の文
脈に根を広げてもいた。共通の関心をもつ人々が時間や
場所を超えてモノや情報を共有し，地域コミュニティと
美術の関わり方にも自由度が加わった現在，現代性と北
海道美術史や画家の世界観との葛藤を意識しておくこと
がより重要になるだろう。
また同時に，「絵画の場合」において展開されてきた
ような画家による議論とインターネット媒体における美
術論は，北海道のローカルな美術運動を活性化させるた
めに重要な役割を果たしている。２０００年代には『北海道
美術ネット』の梁井朗などの執筆が大きく貢献し，画廊
や公機関からも情報発信があり，作家も個展やグループ
展の企画に際して自らのサイトで情報や意見を発信し
てきた。２０１０年代前半はリーマンショックから震災以降
に既存の紙媒体の落ち込みとインターネット媒体への移
行があり，美術品購買層と読者層の世代交代が重なりつ
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つあるなかで，より一層の重要度が出てきたといえるだ
ろう。
作家自身がコメントを公開し，書き手と協働で芸術に
ついて論じてゆく場が持たれ，広がりと深みのある議論
が望まれており，この面でも描き手と書き手が絵画を通
して接触する「絵画の場合」はその実践のための空間を
提示してきた。絵画の場合は最終章を迎えたが，関わっ
た方々もすでに新たな試みへと展開しており，つくり手
と書き手，表現者たちの議論の行方に今後も期待した
い。
付記
本研究は北翔大学北方圏学術情報センターの研究費助
成を受けて行われた。
１ 第２回展では以下のように絵画の「残された」可能性
の追求が志向された。「この展覧会は，単なる作品の
発表会ではなく，絵画について考えるための『場』で
あることを志向しています。絵画はアートとして一見
可能性が閉ざされているかのようにも見えますが，何
よりも鑑賞者にとって最も身近な美術メディアとして
私たちは強い愛着を持ってきました。本展はその残さ
れた可能性を追求するための場であり，メンバーそれ
ぞれが作品を通じて，自分の絵画観の表明―いわば，
絵画の本質と考えるものの具体化，あるいはあえて絵
画から逸脱すること，絵画の数要素を拡大する事，絵
画の実際性への着目など―を行い，これを通じて絵画
の豊かさや可能性があきらかになることを強く願って
います。」（第２回「絵画の場合」展（２００５年）リーフ
レットより引用）
２ 林道郎：『Art Seminar Series２００２２００３ 絵画は
二度死ぬ，あるいは死なない① Cy Twonbly』，ART
TRACE，東京，２００３年１２月１０日，
３ 昭和初期洋画壇における北海道風土の隆盛について
は，今田敬一が論じた。今田敬一：４．昭和初め風土に
目ざめる，『北海道美術史』，p１６９１８８
４ 無限の網，鏡の皮膚については以下の対談で論じられ
ている。
谷川渥，新宮一成：美の彼岸―美と精神性／身体性，
武蔵野美術，No．１１４秋号，p５８５９
「絵画の場合展２０１２―最終章―：絵画インスタレーション再考と矩形絵画の更新」
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